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板状節理

会山岩によくみられる現象で板を頼み重ねたよ養終蒲逮ずる割奴慶愛

こう呼んでv･る長野県6鉄乎看とかその他の滋方で祖H堺煮君を

酢ばれる岩石の名は薫さにその外観を示すものであ蕎

板状節理は鱗が繍する際物嚇こよって冷鯛{こ粥ζ硝る'

も?でやは蔓同じ収縮によりて生ずる柱状飾醐ζ移行し牝算組み念

わざ吻淀夢することも多い

写真は石川録能登等鳥｢富来図輻｣の上野海溝の安虞忌中にみられるも

のである亀よラど溶岩流の向斜部にあたるため板が全体としてう

ねった構造をしておりこれが波食耐こ美しいバタ[ンを描いて現われ

ている(盛谷梗之)�


